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I 開催要領 

 

１）開催日程：2018 年 9 月 29 日（土）・30 日（日） 

２）大会会場：一橋大学 東キャンパス 東 2 号館および国際研究館 

       〒186-8601 東京都国立市中 2 丁目 1 番地 

３）大会スケジュール 

9 月 29 日（土）（ ）内は建物および教室番号 

09：30～ 受付 （東 2 号館 1 階 エントランスホール） 

10：00～12：00 課題研究Ⅰ「高等教育における学住一体をいかに実現するか？ 

－中国語圏における『現代書院制教育』の示唆－」 

（東 2 号館 2 階 2202 教室） 

12：00～13：00 昼休み 理事会（12:05～12:50）（国際研究館 1 階 教員会議室） 

13：00～14：30 自由研究発表 1 

（国際研究館 1 階 教員会議室・CAI 教室、国際研究館 2 階 教室 3・教室

4・教室 5） 

14：45～17：15 公開シンポジウム 

「外国人留学生と国内学生の『混住寮』における教育的機能を考える」 

（東 2 号館 2 階 2201 教室） 

17：30～18：15 総会（東 2 号館 2 階 2201 教室） 

18：30～20：30 懇親会（マーキュリータワー7 階 マーキュリーホール） 

                                                 

9 月 30 日（日）（ ）内は建物および教室番号 

09：30～ 受付（東 2 号館 1 階 エントランスホール） 

10：00～12：30 課題研究Ⅱ「学校教育における組織的行動力の育成とソーシャル・キャピタル

－日本・台湾・タイでの取組み－」 

（東 2 号館 2 階 2202 教室） 

12：30～13：30 昼休み 

13：30～15：00 自由研究発表 2 

（国際研究館 1 階 教員会議室・CAI 教室、国際研究館 2 階 教室 3・教室

4・教室 5） 

 

４）参加費 3,000 円 

懇親会費 5,000 円 

➢ 非会員の方も臨時会員としてご参加いただけます。（参加費は同額）。 

➢ 参加費用、懇親会費用は受付時にお支払いください。 

➢ 公開シンポジウム（29 日）は無料でご参加いただけます。  

 

※土日は学内売店、学食などすべて閉鎖しております。お手数ですが各日ご自身で昼食

をご持参、ご準備いただきますようお願いいたします。 
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５）自由研究発表における留意事項 

○発表者は、当該分科会開始 10 分前までに分科会会場にお入り下さい。 

○発表時間は 20 分、当該発表に関する質疑応答は 10 分、計 30 分です。発表時間の超過

は認められません。時間配分にご注意下さい。 

○発表時刻および発表順の変更は原則として行いません。やむを得ない事由により発表辞

退者が発生した場合も同様です。その際は司会者判断により休憩または討論の時間とし

ます。 

○配布資料は各自必ず 30 部以上の部数をご用意の上、発表当日に会場まで直接ご持参下

さい。資料の形式は原則自由とします。大会期間中、配布資料等を会場内で印刷・作成

することは出来ません。資料その他を事務局でお預かりすることも出来ません。ご了承

下さい。 

○発表機材（PC）は、各分科会会場に設置されたものをご使用下さい。PC はあくまで「補

助ツール」ですので、万一システムトラブル等が発生するなど、不測の事態が生じた際

の責任は負いかねます。PC が使用不可の場合でも発表に支障のない配布資料をご準備

下さい。 

 

６）アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通機関 

【一橋大学 国立 東キャンパス】  

JR 中央線 国立駅下車 南口  

・徒歩約 10 分 

JR 南武線 谷保駅下車 北口  

・徒歩約 20 分 

・バス国立駅行 一橋大学下車 約 6 分 

 

アクセスマップ：http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/kunitachi.html 

http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/kunitachi.html
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７）キャンパスマップ・会場案内図 

【キャンパスマップ】 

 

 

 

国立キャンパス建物配置図：http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/campus/index.html 

 

⚫ 受付：東 2 号館 1 階 エントランスホール 

⚫ 総会・公開シンポジウム：東 2 号館 2 階 2201 教室 

⚫ 課題研究Ⅰ・Ⅱ：東 2 号館 2 階 2202 教室 

⚫ 自由研究発表分科会：国際研究館 1 階 教員会議室・CAI 教室、国際研究館 2 階 教室

3・教室 4・教室 5 

⚫ 理事会：国際研究館 1 階 教員会議室 

⚫ 懇親会会場：マーキュリータワー7 階 

⚫ 書籍販売：東 2 号館 1 階 エントランスホール 

⚫ 休憩所：国際研究館 1 階交流ラウンジをご利用ください（土日のため学食・売店は営業

しておりません）。 

⚫ 喫煙所：東プラザ 1 階の自動販売機脇に喫煙所があります。喫煙所以外は学内完全禁煙

となっております。 

 

 

  

 

（東 2 号館・国際研究館） 

 

 

（マーキュリータワー） 

 

 

 

（東プラザ） 

  

http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/campus/index.html
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【会場案内図〈東 2 号館〉】 

1 階 

 

 

2 階 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

ḱ  
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【会場案内図〈国際研究館〉】 

1 階 

 

 

 

 

 

2 階 

 

 

 

８）大会事務局 

日本国際教育学会第 29 回大会実行委員会事務局  

 

〒186-8601 東京都国立市中 2 丁目 1 番地  

一橋大学 国際教育交流センター 太田浩研究室 

 

E-mail: jies.hu2018@gmail.com 

TEL: 042-580-9009（太田研究室直通） 
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Ⅱ 課題研究発表Ⅰ（9 月 29 日（土） 10:00～12:00） 
 

ṡ וֹףּ פּךּ ︣  Ḵפּ
Ṉ וֹףּ ṣ Ṥ ṈṢ 

 

【東 2 号館 2202 教室】 

 
＜司会＞ 

山﨑 直也（帝京大学） 
 

＜コメンテータ＞ 

日暮 トモ子（目白大学） 

 
＜発表者＞ 

史 媛媛（中国・江蘇大学） 中国における現代書院制教育のあゆみと現況 

薛 雅慈（台湾・淡江大学） 台湾における現代書院制教育のあゆみと現況 

 

今日、日本の高等教育の現場では、さまざまな手法で改革が試みられているが、学生の教

室外での主体的な学びをいかに促すか、教室の中と外をいかにシームレスに接続するかが異

なる手法の間の共通の問題意識となっている。 

 「書院」とは、唐代に始まる伝統中国の教育機関であり、さまざまな形で台湾、朝鮮半島、

日本、ベトナムに伝播していったものだが、近年、中国語圏（中国・台湾・香港・マカオ）

の大学では、「書院」という言葉に新たな意味を付与する改革の動きが同時多発的に現れて

いる。「書院教育」の名の下で行われる改革は様々な形態を持つが、座学による「知識」の

教授を主とする学部・学科の授業とは異なる形で、体験を通じて「能力」を涵養することが

共通の特徴である。また、今日の中国語圏の大学による「書院教育」には、欧米の Residential 

College の要素を取り入れた「住宿式書院」として「学住一体」、即ち、「学び」と「生活」

の融合を目指すものも少なくない。 

 本課題研究では、中国と台湾から今日の中国語圏における「書院教育」の動きに精通した

研究者を招き、「現代書院教育」の理念と実践を論じることで、日本の高等教育への示唆を

模索する。 
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Ⅲ 自由研究発表 1（9 月 29 日（土） 13:00～14:30） 

 

★第１分科会【国際研究館 教員会議室】 
司会：江原 裕美（帝京大学） 

 

 

［1］外国人研修・技能実習制度からみる日本の外国人労働者受け入れ問題 

 

林 思敏（中山医学大学） 

 

［2］韓国の大学入試改革における公論化と利害関係者間の葛藤 

 

姜 姫銀（広島大学大学院） 

 

［3］日本・韓国における女性科学者向けのサポートシステム 

 

楊 武勲（台湾・国立曁南国際大学） 

林 思敏（中山医学大学） 

 

 

 

 

★第２分科会【国際研究館 CAI 教室】 
司会：日暮 トモ子（目白大学） 

 

 
［４］地域包括ケアシステムにおける国民への健康教育の在り方 
 

津村 育子（東京外国語大学大学院） 

 

［５］韓国の幼児教育における地域社会との連携について -多文化教育の視点から- 

 

呉 世蓮（早稲田大学(非)） 

 

［６］パラオ共和国における特別支援教育に関する現地調査 

 

相沢 友紀（東京都立墨東特別支援学校・広島大学大学院） 
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★第３分科会【国際研究館 教室 3】 

司会：新見 有紀子（一橋大学） 
 
 

［７］The Influence of media discourse on language learning: the Case of language 

[in English] 

 

細田 千加（東京外国語大学大学院） 

 

［８］Teaching ‘Asia and Australia’s Engagement with Asia’: pedagogical and 

curriculum challenges for academics in initial teacher education courses [in English] 

 

Zane Ma Rhea（Monash University） 

 

 

 

 

★第 4 分科会【国際研究館 教室 4】 
司会：小川 佳万（広島大学） 

 

 
［９］若者の仲間意識と社会性の発達 ～中華人民共和国と日本との比較～ 
 

加瀬 由香里（明治国際医療大学） 

 

 

［10］シンガポールの人格・市民性教育カリキュラムの検討―地球市民教育(GCED)の視点から－ 

 

石森 広美（宮城県仙台二華高等学校） 
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★第 5 分科会【国際研究館 教室 5】 

司会：服部 美奈（名古屋大学） 
 
 

［11］ラオス少数民族が抱える教育問題と要因に関する考察 

 

新関 ヴァッド 郁代（早稲田大学大学院） 

 

［12］民族的マイノリティの教育に対する権利と国際人権基準：外国籍児童生徒の特別支援学級 

配置に注目して 

佐々木 亮（島根大学） 

 

［13］ニュージーランドにおける太平洋諸島移民の伝統的文化と社会教育 

 

玉井 昇（帝京大学） 
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Ⅳ 公開シンポジウム（9 月 29 日（土） 14:45～17:15） 

 

ṡ ṣ Ṥ וֹףּ נּ Ṣ 
 

【東 2 号館 2201 教室】 

 

＜司会＞ 

秋庭 裕子（一橋大学） 

 

＜シンポジスト＞ 

吉田 千春（明治大学・院生） 調査報告 日本と諸外国の混住寮調査 

阿部 仁（一橋大学） 事例報告 1 一橋大学小平キャンパス国際学生宿舎 

辻井 英吾（立命館アジア太平洋大学） 事例報告2 APハウス：立命館アジア太平洋大     

学の学生寮 

パク ミョンマン（UR Seoul Residence, CEO） 事例報告3 日本と韓国における民間

による混住寮 

 

グローバル化は高等教育における人々（学生・研究者・職員）の国際的な流動化を高める

だけでなく、教育環境へも大きく影響を与えている。学生寮（宿舎）の機能変化もその一例

である。日本では、かつて、多くの大学で学生寮が学生運動の温床となり、閉鎖されたとい

う過去がある。その後、1983 年に始まった「留学生 10 万人計画」により、高等教育機関

における留学生受入れが進むと、留学生の宿舎不足問題が生じ、国立大学を中心に国際交流

会館（留学生専用宿舎）の建設が相次いだ。2008 年の「留学生 30 万人計画」以降、留学

生の卒業後の日本での就職が奨励されるとともに、日本人学生の海外留学促進とグローバル

人材育成への支援策が取られるようになると、外国人留学生と国内学生が共に生活し、学ぶ

場として、混住寮（混住型学生宿舎）が注目されるようになった。近年、多くの大学で「内

なる国際化」や「共生」の理念の下、教育的目標を掲げる混住寮が次々と建設されており、

外国人留学生と国内学生の交流を越えて、その教育的機能や効果が期待されている。また、

混住寮と地域コミュニティや企業との連携も、混住寮の教育的効果を高める上でも重要にな

ってきている。 

本シンポジウムでは、混住寮の運営や動向に精通した研究者と実務者を招き、混住寮の教

育的機能の理念と実践を論じることで、今後の混住寮のあり方を考えたい。  
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Ⅴ 総会・懇親会 

 
総   会 

 

2018 9 29 ( ) 

Ḳ17:30Ṍ18:15 

Ḳ 2  2201  

 

会員各位にはご参加いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。 

※欠席の場合は「委任状」の提出をお願い致します。 

 

 

 

 

懇 親 会 

 

2018 9 29 ( ) 

Ḳ18:30Ṍ20:30 

Ḳ ṇ ṇ ṇ7  ṇ ṇ ṇ  

 

懇親会は事前申込制ですが、余裕があれば直前でも受付可能な場合があります。 

当日参加希望の方は、実行委員までご相談下さい。 

  



 

13 

 

Ⅵ 課題研究発表Ⅱ（9 月 30 日（日） 10:00～12:30） 
 

ṡ וֹףּ ṇ ḱ  
Ṩ ḱ ḱ ṨṢ 

 

【東 2 号館 2202 教室】 

 
＜司会＞ 

金塚 基（東京未来大学） 
 

 
＜発表者＞ 

郭 孟倪（国立 南国際大学・院生） 台湾の高等学校における防災教育の理念と現状   

―南三陸町との比較を通じて― 

植田 啓嗣（西九州大学） タイにおける学習者発達活動―ボーイスカウトを中心に― 

金塚 基（東京未来大学） 日本の高等学校における応援団の活動から 

 

近年、教育領域におけるソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の概念は、人々のつ

ながりの喪失や孤立に伴う貧困問題や地域経済の発展に不可欠な資本としての認識を背景

に、コミュニティの再形成、連帯、社会的ネットワークといった関連ワードとともに注目

されている。日本の学校教育のカリキュラムでは、集団規範、価値、理解、信頼を通じた

協力や貢献力といったソーシャル・キャピタルの形成に関して、主に教科外教育活動（道

徳・特別活動・総合的な学習の時間など）における自主・実践的な領域に位置づけられて

きた面が大きい。これらの教育実践の蓄積から、これまでの日本社会におけるソーシャ

ル・キャピタルの土台が形成されてきたことは否定できない。しかし一方で、新学習指導

要領の「社会を生き抜く力」の育成をめざした「主体的・対話的で深い学び」に関連する

ように、今後の社会変化に対応する組織的行動力の育成ならびに新たな取り組みが課題と

されている。 

本課題研究では国際教育の視点から他のアジアの国々の学校教育における教育実践とソ

ーシャル・キャピタルの形成との関連について考えたい。日本と同様に震災を経験した台

湾の高等学校における防災教育活動、タイにおける教科外教育である学習者発達活動の実

践、そして、日本の伝統的な高等学校の応援団の活動に関する各報告を通じて、それぞれ

の社会・文化的特徴から当該課題について考察が深められることを意図する。  
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Ⅶ 自由研究発表 2（9 月 30 日（日） 13:30～15:00） 
 
★第 6 分科会【国際研究館 教員会議室】 

司会：嶋内 佐絵（早稲田大学） 
 

 

［14］アジアの大学国際化評価指標構築に向けた量的分析 

天木 勇樹（明治大学） 

渡部 由紀（東北大学） 

新見 有紀子（一橋大学） 

秋庭 裕子（一橋大学） 

川崎 妙美（東京外国語大学大学院） 

 

［15］日本の大学における英語プログラムの組織形態に関する考察 ―同型化理論から見る「学部

併設型」の強制的・模倣的・規範的要因― 

堀内 喜代美（広島大学大学院） 

 

［16］正課外教育における学生スタッフの異文化対応力育成の試み 

 

平井 華代（岩手大学） 

松岡 洋子（岩手大学） 

 

 

 

 
★第 7 分科会【国際研究館 CAI 教室】 

司会：岩﨑 正吾（早稲田大学） 
 

 
［17］日本語教育振興協会加盟校からみる日本語学校の動向 
 

二子石 優（一橋大学大学院） 

 

［18］ブラジルの高等教育における課題と今後の展望 

 

山口 アンナ真美（北海道教育大学） 

 

［19］日系人の民族アイデンティティの確立 －在米日本人と在日日系ブラジル人の比較から－ 

 

田中 真奈美（東京未来大学） 
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★第 8 分科会【国際研究館 教室 3】 

司会：金塚 基（東京未来大学） 
 
 

［20］バヌアツ共和国の教育改革の変遷 ：小学校教員養成課程からの考察 

 

川崎 典子（宮崎大学） 

 

［21］中国における「総合実践活動」のカリキュラム開発に関する研究 

 

周 珏（早稲田大学大学院） 

 

［22］中国における教員の職能成長 

 

小野寺 香（奈良女子大学） 

 

 

 

 

★第 9 分科会【国際研究館 教室 4】 
司会：山﨑 直也（帝京大学） 

 

 
［23］中国における社区高齢者生涯学習支援に関する考察 
 

趙 天歌（早稲田大学大学院） 

 

［24］中国内モンゴル自治区におけるモンゴル人の高等教育―大学募集枠から見る 

 

道日娜（東京外国語大学大学院） 

 

［25］中国における高等学校の教育不平等の実態：家庭環境、学校教育およびその連携の考察を手

がかりに 

 

林 静（東京外国語大学大学院） 
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★第 10 分科会【国際研究館 教室 5】 

司会：佐々木 亮（島根大学） 
 
 

［26］「進歩のための同盟」における教育分野への開発援助を探る  

 

江原 裕美（帝京大学） 

 

［27］国際理解教育を改めて考える ―NZ の事例から日本の方向性を探る― 

 

大庭 由子（安田女子大学） 

 

 

 


